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１．これからの英語教育は２種類に分化 

１）異文化理解としての英語 

２）国際共通語としての英語 

  日本学術会議『日本の展望―学術からの提言２０１０』 

  「２１世紀の教養と教養教育」 

   「外国語は異文化への覗き窓」 

   「英語教育に関しては文化的負荷を軽減する」 

２．国際共通語 English as a Lingua Francaとしての英語 

１）ネイテイブ規範からの解放 

２）基準は「分かりやすさ(intelligibility)」 

３）国際共通語としての核(lingua franca core)  

４）文化的要素を捨象できるか 

５）動機付けの問題 

   統合的と道具的志向；国際的志向性    

３. 英語教育の課題 

  １）何のための英語か 

  ２）「コミュニケーション能力」の構成要素 

         (文法能力、デイスコース能力、社会言語学的能力、方略能力) 

３）異質な他者との相互行為 

             発信、そしてインターアクションへ  

４）母語とアイデンテイテイ 

  ５）「国際共通語」と「異文化理解」 
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